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持 続 可 能 生 存 圏 開 拓 診 断(DASH)/森 林 バ イ オ マ ス 評 価 分 析 シ ス テ ム
(FBAS)全国 国 際 共 同 利 用 専 門 委 員 会
委 員長 矢崎 一史(京 都 大学 生存 圏研究所)
1.共 同利用 施設 およ び活 動の概 要
人類が持続 的生存 を維持す るためには、太陽エネル ギーに よる再生可能な植物資源 によ
って、食糧生産 、資源確保、エネル ギー供給 を支 えるシステムを構築す る ことが、世界的
な緊急課題 となっている。 また地球環境の保 全のためには、植物 を中心 として、それ を取
り巻 く大気 、土壌 、昆虫、微生物 な ど様 々な要素の相互作用 、す なわち生態系 のネ ッ トワ
ー クを正 しく理解す る ことも必要で ある。 これ らは 当研 究所 の ミッシ ョン1、4、 お よび
アカシアプ ロジェク トに密接 にかかわ ってい る。 そ して、環境修復 、持続 的森林バイオマ
ス生産 、バ イオエネル ギー生産、高強度 ・高耐久性 木質生産 な どを最終 目標 として、種 々
の有用遺伝子機能 の検証 と並び、樹木 を含む様々な形質転換植物 が作成 されている。
こうした研究 を支援す るため、平成19年度の京都 大学概算要求(特 別支援事業 ・教育研
究等設備)に おいて、生存圏研究所は生態学研究セ ンター と共同で 「DASHシステム」 を申
請 し、 これ が認 め られ て生存圏研究所 に設置 された。本 システムは、樹木 を含む様 々な植
物の成長制御 、共生微生物 と植物 の相互作用、ス トレス耐性 な ど植物 の生理機能 の解析 を
行 な うとともに、植物 の分子育種 を通 じ、有用生物資源 の開発 を行 な うもので ある。一方、
平成18年 度 よ り全 国共 同利用 として運用 してきたFBASは、前者の分析装置サブシステ ム
と内容的 に重複す る ところが多い こ とか ら平成20年 度 よ りDASHシステム と協調 的に統合
し、一つ の全国 ・国際共 同利用 として運用す ることとした。後者 は複雑 な木質バイオマス、
特に リグニ ンお よび関連化合物 を中心 として、細胞 レベル か ら分子 レベル にいた るまで正
確 に評価分析す る、分析手法 の提供 をべ 一ス とした共 同利用研 究である。
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チオアシ ドリシス、ニ トロベ ンゼ ン酸化分解(リ グニ ン化学構造分析)
クラー ソン リグニン法、アセチルブ ロマイ ド法(リ グニン定量分析)
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2.共 同 利 用 研 究 の 成 果
共 同 利 用 研 究 活 動 の 中 で 作 成 さ れ た 修 士 論 文 、 博 士 論 文 の リ ス ト 、 共 同 利 用 研 究 の 成 果
に よ る 学 術 賞 お よ び 学 術 論 文 誌 に 発 表 さ れ た 論 文 リ ス ト は 以 下 の と お り で あ る 。
共 同 利 用 の 研 究 活 動 の 中 で 作 成 さ れ た 修 士 論 文(平 成24年 度)
・ ミ ヤ コ グ サMATE型 輸 送 体 の 発 現 特 性 と 機 能 解 析(太 田 喜 寛)
・ ミ ヤ コ グ サ 根 粒 に お け る 輸 送 体SWEET及 びALMTの 解 析(齊 田 有 桂)
・ レ モ ン の ク マ リ ン 基 質 プ レ ニ ル 基 転 移 酵 素 の 機 能 解 析(棟 方 涼 介)
・ ダ イ ズ 根 に お け る イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド 分 泌 機 構 の 生 化 学 的 解 析(山 下 和 晃)
・Crystallizationofhinokiresinolsynthase(ヒノ キ レ ジ ノ ー ル 合 成 酵 素 の 結 晶 化)
(母 利 大 地)
共 同 利 用 研 究 の 成 果 に よ る 学 術 賞 、 及 び 学 術 論 文 誌 に 発 表 さ れ た 論 文






















































































〈 総 説 〉
丸 山 伸 之 、石 本 政 男 、長 谷 川 久 和 、種 子 貯 蔵 タ ン パ ク 質 を 利 用 した 作 物 に よ る バ イ オ 医 薬





共 同 利 用 研 究 の 成 果 の 例
今 年 度 の 共 同 研 究 利 用 の 例 と して 、 再 生 可 能 資 源 ・エ ネ ル ギ ー と し て の バ イ オ マ ス利 用
に 絡 ん だDASH植 物 育 成 サ ブ シ ス テ ム の 方 か ら1課 題 と、 セ ル ロー ス 合 成 酵 素 の 持 つ 反 応 機
構 を 理 解 す る た め のDASH分 析 機 器 サ ブ シ ス テ ム の 方 か ら1課 題 、 そ れ ぞ れ の 成 果 を こ の 後
紹 介 す る 。
1)リ グ ニ ン 生 合 成 の 代 謝 工 学
研 究 代 表 者:梅 澤 俊 明(京 都 大 学 生 存 圏 研 究 所)
2)酢 酸 菌 に お け る セ ル ロ ー ス 生 合 成 機 構 の 解 明
研 究 代 表 者:今 井 友 也(京 都 大 学 生 存 圏 研 究 所)
3.共 同 利 用 状 況
平 成17年 度 か ら24年 度 に 渡 っ て 共 同 利 用 状 況 に つ い て は 以 下 の 通 りで あ る。 本 全 国 共
同 利 用 設 備 は 、 平 成18年 度 にFBASと し て 共 同 利 用 を 開 始 した 。 そ の 後 平 成19年 度 の 京 都
大 学 概 算 要 求 に てDASHの 設 置 が 認 め られ た 。内 容 的 に 両 者 で 重 複 す る 部 分 が 多 か っ た た め 、
平 成20年 度 か らは 両 者 を 融 合 してDAsH/FBAsとして 全 国 共 同 利 用 の 運 用 を して い る。
傾 向 と して 、 利 用 面 積 が 問 題 と な る植 物 育 成 サ ブ シ ス テ ム に 関 し て は 、 長 時 間 を 必 要 と
す る植 物 の 育 成 が 主 な機 能 で あ る こ と か ら 、 利 用 件 数 の 大 き な 変 動 は な い 。 採 択 件 数 が 減
少 傾 向 に あ る の は 、 随 時 受 付 を 行 っ て い るDASH分 析 装 置 サ ブ シ ス テ ム の 利 用 者 数 の 変 動 が









数**254597129(学 内47(学 内54(学 内50
学外48)学 外26)学 外32
**研究代表者および研究協力者の延べ人数
4.専 門委 員会の構 成及 び開催状 況(平 成24年 度)(18名)
平成25年1.月現在 の専 門委員会 を構成す る委員名 ・所属先 は以下の通 りである。
矢崎一史(生 存 圏研究所 ・委員長)、西谷和彦(東 北大学大学院)、村 中俊哉(大 阪大学大
学院)、重 岡成(近 畿大学)、太 田大策(大 阪府 立大学大学院)、 松井健 二(山 口大学大学
院)、柴 田大輔(財 団法人かず さDNA研 究所)、明石 良(宮 崎大学)、 青木俊夫(日 本大
学)、河合真吾(静 岡大学)、高林純示(生 態学研 究セ ンター)、大 串孝 之(生 態学研究セ ン
ター)、塩谷雅人(生 存圏研究所)、渡辺隆司(生 存圏研 究所)、梅澤俊明(生 存 圏研究所)、
山川 宏(生 存圏研 究所)、杉 山暁史(生 存 圏研究所)、今井友也(生 存 圏研究所)
平成24年度の専門委員会 は、共 同利用 申請課題 の審査、採択 に関 して、メール会議 にて
開催 した。主な開催 日は以下の通 りであ る。
平成24年5月30日 平成24年度DASH/FBAS追加 申請課題 の採択 にっいて(24DF-13)
平成24年7.月13日 平成24年度DASH/FBAS追加 申請課題 の採択 について(24DF-14)
平成24年12月11日 平成24年度DASH/FBAS追加 申請課題 の採択 にっいて(24DF-15)
平成24年12月18日 平成24年度DASH/FBAS追加 申請課題 の採択 にっいて(24DF-16)
平成25年1.月28日 平成25年度 申請研究課題 の審査依頼
平成25年2.月25日 平成25年度 申請研究課題 の審査結果 について(承 認依頼)
平成25年3.月5日 平成25年度 申請研究課題 の審査結果 にっいて(予 定)
5.特 記事項
この年度の特記事項 として、DASH植物育成 サブシステムが設置後5年 目とな った ことか
ら、初 めての総合 的なメンテナ ンス を行 ったこ とが挙 げ られ る。温室 はその機能 を長持 ち
させ るためには、年 に1回 のルーチ ンのメンテナ ンスに加 え、数年 に1回 の総合 的なメン
テナンスが望まれ る。緊急を要す る懸念 は指摘 されなかったが、土台 のコンク リー トのひ
び割れ防止 に関す る検討な ど、将来的に起 こりうる問題点 の指摘何点 かを受 けたため、次
年度以降の予算状況 に応 じて検討 をす る予定で ある。
分析機器サブシステ ムに関 しては、幸いに、他 に大 きな トラブルがなかったことに加 え、
全所 的な理解 とサポー トが得 られたため、必要 とされ るメンテナ ンスを行 うことがで きた。
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